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究研隣組

在
支
外
国
銀
行
は
、
一
人
四
二
年
南
京
保
約
の
成
立
に
よ
昔
、
支
那
謝
外
貿
易
雲
行
に
よ
る
調
占
形
態
が
訂
破
せ
ら
れ
て
直
後
開

上
海
に
初
J

め
て
開
設
せ
ら
れ
、
貿
易
D
進
捗
と
共
巨
費
展
を
つ
ピ
け
、
既
に
清
未
ま
で
に
は
も
金
融
界
に
牽
闘
た
る
地
位
J

彩
柔
昔
あ
晴

げ
て
ゐ
も
清
朝
時
代
忙
於
け
る
外
岡
銀
行
。
活
動
は
、
各
困
白
封
支
貿
易
を
背
景
と
す
る
震
替
業
務
に
集
中
さ
れ
、
そ
れ
が
日
清
職

戦
争
後
、
列
闘
の
産
業
的
進
出
に
伴
ひ
、
短
期
の
商
業
金
融
に
腎
ら
や
、
長
期
的
在
る
投
資
活
動
に
乗
り
出
す
に
至
担
、
そ
の
潟
、
細
川

子
合
祉
と
し
て
投
資
舎
枇
を
設
立
す
る
も
の
も
あ
り
、
直
接
白
園
政
府
白
支
援
の
下
に
鱗
道
・
鏑
山
投
資
に
蛍
る
も
の
も
現
れ
た
。
制

靖
代
長
け
る
、
か
〈
都
宮
外
園
銀
行
白
活
動
の
積
極
性
は
、
中
華
民
国
成
立
警
官
費
る
所
も
た
く
績
け

ιれ
た
が
、
そ
畑

の
活
到
形
態
に
は
従
前
と
異
た
る
も
白
が
あ
っ
た
。
支
那
圏
内
事
情
の
急
賓
と
、
欧
型
丸
戦
に
碁
〈
世
界
経
一
昨
去
の
餐
動
と
は
、
乙
川

ρ同
商

に

活

動

白

足

揚

を

置

ぐ

外

図

銀

行

に

は

特

に

著

し

〈

影

響

し

た

。

，

、

)

川

い

山

第
一
に
、
清
朝
時
代
に
は
弱
慌
た
が
ら
も
、
保
有
さ
れ
て
ゐ
た
統
一
政
府
が
、
辛
亥
革
命
白
結
果
、
清
朝
の
滅
亡
を
み
た
の
み
で
桝

新
ら
し
い
統
一
政
府
む
成
立
圭
は
左
ら
歩
、
北
方
軍
閥
在
中
心
と
す
る
北
京
政
府
と
、
周
民
黛
を
中
心
と
ナ
る
南
方
勢
力
と
白
針
立
拙

と
た
り
、
と
の
こ
大
勢
力
を
中
心
と
し
‘
各
地
の
大
小
軍
閥
白
抗
争
を
織
り
主
ぜ
て
、
金
〈
治
安
白
維
持
さ
へ
も
困
難
詮
事
情
と
た

民

闘

に

於

貯

否

件

闘

銀

行

白

遊

民

大

丸

一

丸

七

¥ 

、
民
固
に
於
げ
る
外
園
銀
行
の
費
展
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r 

ι周
囲
陪
於
一
け
る
外
国
銀
行
白
義
民

占

h
J
A
-
-

っ
た
。
己
白
園
内
の
政
治
的
素
飢
は
、
外
園
銀
行
の
活
動
に
新
売
な
形
態
を
奥
へ
a
た
第
一
白
要
因
で

b
p、
外
国
銀
行
に
著
し
〈
政
治
J

第
五
ナ
四
巻

第
宍
規

ブb
F、

/ 

¥ 

的
色
彩
を
賦
興
す
る
己
と
L
ー
た
っ
た
。

第
二
に
は
欧
洲
大
戦
の
勃
穫
が
考
へ
ら
れ
る
。
一
九
一
四
年
よ
担
一
九
年
に
か
け
七
戦
は
れ
た
3

E

D
大
戦
が
、
各
園
の
叫
到
来
亜

政
併
に
封
、
し
で
も
犬
?
な
影
響
を
輿
へ
た
己
を
は
常
然
で
あ
る
。
一
九
一
七
年
支
那
の
参
戦
に
よ
り
敵
固
と
な
っ
た
滴
喚
正
、
針
凋

喚
戟
に
全
力
を
注
い
で
ゐ
表
英
怖
と
、
聯
合
国
側
に
加
一
携
し
つ

aA4直
接
戦
闘
に
参
加
す
る
己
と
少
ぐ
、
む
し
る
異
常
」
な
圏
内
経
済

e
の
殻
民
を
遂
げ
た
日
米
と
、

E
れ
ら
三
種
の
立
揚
に
あ
っ
た
闘
々
。
開
記
、
在
支
勢
力
白
上
に
大
昔
た
経
時
白
あ
っ
党
己
と
は
言
ふ

去
で
も
た
い
。
大
戦
途
次
、
革
命
勃
設
し
、
そ
白
岡
情
を
「
醐
挫
し
た
ロ
シ
ア

D
在
支
勢
力
も
一
時
は
殆
応

E
壊
滅
す
る
結
果
と
友
う

だ。

J

第
三
の
事
態
は
大
戦
後
、
町
一
九
一
一
一
年
1
二
二
年
頃
を
中
心
に
世
界
的
に
惹
き
起
さ
れ
た
恐
慌
で
あ
る

1
℃
れ
は
牢
植
民
地
と
じ

て
特
徴
付
け
も
れ
る
支
那
に
大
昔
た
影
響
を
持
ち
、
府
民
外
国
銀
行
の
如
〈
吋
国
際
金
融
を
以
内
j
t
、
そ
の
主
た
る
役
割
と
す
る
も
も
2

、
由
民
針
し
ー
で
は
、
釘
撃
‘
の
大
た
り
L
E
L」
は
言
ふ
ま
で
も
た
h

v

a

J

第
四
の
事
情
と
し
て
、
'
園
民
政
情
成
立
前
後
よ
り
特
民
日
一
瀬
著
と
た
っ
た
民
族
主
義
的
傾
向
が
事
げ
ら
れ
る
。
民
族
主
義
思
想
に
基

〈
、
民
族
資
本
育
成
策
は
、
外
園
費
本
白
排
撃
に
成
功
し
た
と
は
い
へ
た
い
が
、
そ
の
活
動
形
態
に
影
響
を
も
‘
光
ら
し
た
難
注
目
にa
，
 

慣
し
主
う
。

広々抱

以
下
主
と
し
て
己
れ
ら
四
つ
の
事
態
作
よ
り
、
外
国
銀
行
自
活
動
が
如
何
に
餐
容
し
た
か
を
、
よ
り
具
慢
的
に
検
討
し
ょ
ラ
。

岡
内

， '政
{治

奈
苗L
ハと
タト
図
銀
行



イ

J 

4 

政
市
的
統
引
の
失
墜
、
一
一
軍
閥
割
塊
よ
り
来
る
影
響
は
、
外
国
銀
行
の
活
動
が
、
政
治
的
性
格
を
強
め
た
(
と
と
に
あ
る
。
従
来
と
r

℃ど

も
、
外
岡
銀
行
は
、
各
本
凶
の
針
変
経
済
政
策
D
代
行
者
の
如
き
役
割
を
果
し
て
ゐ
た
白
で
あ
る
が
冶
政
治
的
性
格
白
最
も
強
い
土

考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
満
洲
に
於
け
る
露
亜
銀
行
、
山
東
に
於
貯
る
徳
幸
銀
行
に
し
て
晶
、
直
接
に
は
自
国
白
経
済
勢
力
の
助
長
を
H
前

民
活
動
し
た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
と
れ
ら
銀
行
を
遇
守
る
資
金
も
、
産
業
資
本
と
じ
て
作
用
す
る
も
の
が
多
か
っ
吟
#
考
八
ら

れ
る
が
、
民
国
以
後
は
、
如
何
な
る
手
段
に
よ
っ
セ
も
嗣
己
白
勢
力
の
増
大
を
計
ち
ん
と
A
萌
す
る
ー
一
軍
閥
政
府
と
去
と
と
に
よ
の

政
治
的
勢
力
量
通
じ
て
自
闘
の
在
支
梅
釜
を
損
大
ぜ
ん
と
す
る
に
至
っ
た
。
従
っ
て
己
主
で
は
、
外
国
資
金
は
産
業
資
本
と
し

τ作

用
す
る
E
と
怠
〈
、
支
那
粧
済
に
と
っ
て
は
何
ら
の
↓
建
設
的
意
味
を
持
ち
得
左
い
い
も
の
と
た
っ
た
J
V
E
白
E
2
は
H
清
戦
争
後
盛
ん

に
た
っ
た
鱗
道
借
款
が
ぺ
引
続
宮
鍛
道
借
款
の
名
は
冠
せ
ら
れ
信
ら
も
ペ
全
〈
政
費
の
借
款
に
墜

L
た
と
と
に
現
は
れ
て
ゐ
る
。
ウ

ィ
J
l
ピ
イ
白
分
類
忙
よ
れ
ば
1
清
朝
末
期
の
借
款
は
主
と
じ
て
産
業
借
款
で
あ
っ
た
に
針

L
、
民
厨
初
年
の
も
の
は
、
全
く
?
肱
政

費
の
借
款
と
怒
っ
た
の
で
昏
向
。
ウ
イ
ロ
ピ
イ
ぶ
一
般
政
費
借
款
と
し
て
列
曲
帯
し
て
ゐ
〆
る
も
D
は
、
清
末
一
九
二
年
(
宜
続
三
年
ry

D
幣
制
寅
業
借
款
、
一
九
一
一
一
年
良
岡
元
年

γ
の
タ
ザ
ス
プ
借
款
、

7
丸
一
三
年
空
害
後
大
借
款
、
一
丸
一
七
年
一
八
年
の
績
善
後

借
款
J

7

丸
↓
こ
年
D
ベ
ル
ギ
ー
借
款
及
び
瑞
記
洋
行
借
款
、
一
丸
一
六
年
目
ヒ
ッ
ギ

y
y
v
商
舎
借
款
、
ー
一
丸
一
六
年
の
煙
酒
税

借
款
、
一
九
一
七
年
乃
主
コ
九
二

O
年
の
所
間
西
原
借
獄
ザ
あ
る

l
Eれ
は
決
し
て
そ
の
金
部
を
襲
す
も
の
で
は
た
〈
、
英
国
初
年

は
圏
内
棄
飢
の
溺
、
租
税
収
入
党
〈
‘
従
つ
で
北
京
政
府
は
営
初
、
経
常
支
出
す
ら
も
外
園
借
款
に
よ
り
賄
っ
て
ゐ
た
有
様
で
あ
ヲ

た
。
内
岡
公
債
の
募
集
車
毎
年
行
左
は
れ
て
ゐ
る
が
、
好
成
績
吃
耽
め
得
示
、
内
園
債
陪
よ
り
相
営
額
の
経
費
の
支
排
が
可
能
と
な
r

d

史
白
は
、
新
式
銀
行
の
強
展
に
よ
っ
て
Y

あ
ゆ
、
一
丸
三

C
年
頃
以
後
企
考
へ
ら
れ
る
。
か

h
Z
事
情
か
ち
民
園
初
期
十
年
問
。

外
国
柑
款
は
慧
f
4へ
き
額
民
運
L
、
今
そ
の
使
詮
を
二
臨
無
脱
す
る
一
夜
ち
ば
、
六
十
数
件
に
及
び
、
内
二
十
四
件
は
鎖
道
借
款
の
名

民
間
h
k
於
付
る
外
困
銀
行
自
由
控
展

a

、
骨
五
半
四
巻

六
丸
=
ァ

第
六
披
'

F 

ブL
ヌb

， 

ι、

• 



民
闘
に
於
け
る
外
岡
銀
行
白
蜜
艮

• 

， 

J 

を
冠
す
る
も
、
の
で
あ
る
が
、
大
部
分
は
政
費
或
は
内
戦
D
た
め
に
費
消
さ
れ
た
と
考
h

ら

れ

る

。

♂

史
遺
陥
ア

政
治
的
統
↓
の
喪
失
に
よ
り
7
列
園
は
競
っ
て
針
支
準
山
内
主
主
、
政
費
D
住
吉
よ
り
、
自
因
。
支
那
に
空
主
政
治
的
勢
力
1

鵠
一
昨

を
増
大
せ
ん
と
し
て
、
多
数
の
借
款
が
成
立
し
た
が
、
〆
一
商
品
薗
聞
の
競
争
詑
し
、

5
2図
聞
に
協
定
の
成
立
す
る
傾
向
が
議
叩
〆

生
巴
た
。
す
な
は
も
、
借
款
圏
の
成
立
で
あ
る
。
そ
の
最
初
白
も
り
は
清
末
一
九
一

O
年
同
貨
統
二
年
)
D
奮
凪
園
借
款
薗
で
、
専
漢
民
間
一
回
戸
、

霊

借

款

D
引
受
を
契
機
と
す
る
も
の
で
、
本
借
款
は
了
九
O
九
年
五
徳
華
銀
行
が
量
引
受
せ
J

ん

と

し

た

の

に

で

陸

豊

銀

漉

小
同

f
司一ト

~
行
が
東
方
陸
灘
銀
行
、
ム
共
に
沌
そ
の
分
擦
を
申
出
で
、

E
L
K
三
園
銀
行
聞
に
勝
来
の
支
那
鍛
造
借
款
引
受
に
閲
す
る
一
般
協
定
成

1
M法
・
J

5
V出
曾
苛

立
し
、
夏
に
ア
メ
リ
カ
銀
行
国
よ
り
、
専
漠
側
道
借
款
に
参
加
の
市
出
あ
り
、
交
渉
の
結
果
、
参
加
協
定
成
り
、
弓
園
協
定
は
政
直
川
市
醐
鳴

冊
、
協
恥

の
上
、
四
圃
協
定
と
た

H
J四
国
借
款
闘
の
成
立
を
み
わ
。
更
に
民
園
成
立
と
共
に
、
一
九
一
三
年
六
月
、
六
回
借
就
園
の
成
立
を
炉
一
割
合
お

み
た
o
E
れ
は
7
ヌ
リ
カ
の
主
張
に
よ
り
、
支
那
と
政
治
的
関
聯
白
密
接
注
目
露
雨
圏
在
、
盟
関
借
款
園
民
参
加
せ
し
め
ん
と
す
る
同
4mrM

}

J

I

h

跡
子
方

も
の
で
す
、
雨
園
は
自
園
の
特
殊
裂
に
反
す
Z
揚
合
に
ほ
脱
退
す
る
と
と
を
保

t之
に

参

加

し

ち

然

る

に

新

政

府

塁

の

湾

乃

た
め
に
す
る
、
所
謂
善
後
借
款
供
興
に
闘
し
、
各
閣
の
制
害
必
や
し
も
一
致
せ
守
、
た
め
に
，
借
款
契
約
容
易
に
成
瓦
し
難
吉
事
情
と
仙
明
暗
7

W
詩
匿
仏

た
り
、
か
く
て
防
支
那
は
必
要
た
る
資
金
の
調
建
不
可
能
友
り
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
借
款
固
に
封
し

τ不
満
を
懐

f
k至
担
、
時
}
醐
明
M
-

正
叫
非
自

が
ま
た
ま
大
統
領
θ
交
迭
に
上
り
、
そ
皇
室
政
策
は
消
極
化
し
、
善
後
借
款
の
如
室
直
接

ι支
那
の
内
政
に
干
奥
ず
る
も
の
に
は
。
い
話

熔
ヒ
得
?
と
た
L
、
拍
車
に
翌
年
三
月
、
六
園
借
款
園
よ
り
脱
退
し
、
従
っ
て
善
後
借
款
も
ア
メ
リ
カ
を
除

C
五
回
借
款
固
と
の
聞
に

M
呉川

て

d
夕、
h

契
約
さ
れ
た
。
削
ち
一
丸
一
=
一
年
四
月
で
あ
る
。
六
園
借
款
固
は
イ
ギ
リ
ス
白
随
豊
銀
行
、
ド
イ
ツ
の
徳
華
銀
行
、
フ
ラ

y
x
の
東
日
出
M
m
h山
♂

賄
、
、
-
一
育
問

方
匝
盤
銀
行
、
ア
メ
リ
カ
銀
行
国
企
し
そ
の
号
ル
ガ
ジ
商
合
。
・
M
M

・-。珂酎

E
・
E-)、
ク
」
ン
・
ロ
且
プ
曾
喋

F
F
τ
s
fぜ
て
フ

f
輪
島
町

f

ァ

1
1
F
・
ナ
シ
E

ナ
ル
銀
行
(
出
霊
園
ち
6
D
巳
出
自
w}汁
ナ
シ
ョ
ナ
ル
-
U
テ
ィ
銀
行

2mzg巴
c
q
E
u晶
、
ロ
シ
ア
の
v

南
伊
豆
銀
行
、

第
五
十
四
巻

六
九
四

告書

甥

o 
O 

♂" 円い

、

、電



日
本
白
横
演
一
止
金
銀
行
自
問
D
契
約
で
あ
る
d

. 、， 

蕎
四
国
・
六
園
雨
借
款
圏
と
も
に
、
針
支
併
款
は
本
借
款
園
を
通
じ

τ
の
み
左
す
ベ
曹
旨
の
排
他
的
狗
占
構
を
協
定
し
て
ゐ
た
い
抗

利
害
関
係
主
に
す
る
圃

2
3借
款
固
で
は
到
底
敏
活
な
る
行
動
は
堅
手
、
積
極
的
進
出
在
高

Z各
閣
の
満
足
す
奇

と
在
ら
や
、
ま
た
借
款
園
成
立
の
一
一
際
図
は
、
各
国
の
政
治
借
款
供
奥
悦
よ
り
、
支
那
囲
内
闘
争
を
激
化
す
る
長
一
そ
れ
あ
り
、

E
れ

を
岡
越
せ
ん
と
す
る
比
あ
っ
た
の
で
、
戸
一
丸
一
三
年
一
月
、
経
済
借
款
は
之
を
分
離
し
、
併
款
圃
は
政
治
借
款
の
み
を
扱
ム
E
?とと

h
L
h
κ
。
E
れ
は
借
款
園
白
存
在
を
殆
ん
ど
無
意
味
と
す
る
も
白
で
、
爾
後
各
国
は
録
道
侍
款
等
の
経
済
借
款
の
名
を
冠
す
る
乙
と
に

よ
り
、
政
治
資
金
を
供
給
す
る
に
至
り
、

7
J
F
カ
脱
退
後
D
五
園
借
款
閣
は
前
記
の
善
後
借
款
D
供
出
後
あ
ま
り
活
動
せ
宇
、
而

も
一
丸
一
四
年
敵
洲
大
戦
白
勃
稜
に
よ
り
、
!
ド
イ
ツ
勢
力
先
づ
後
退
し
、

u

V
ア
も
亦
革
命
の
結
果
封
支
活
動
を
金
と
止
め
、
借
款

閣
は
事
賓

t
日
英
伸
-
一
一
固
と
左
担
、
↑
九
一
七
・
一
~
人
年
に
積
善
後
借
款
を
引
受
け
た
が
、
英
悌
ま
た
交
戦
中
に

τ出
資
一
白
徐
裕
た

く
、
〆
結
局
、
横
演
荒
金
銀
行
白
車
瀦
引
受
と
な
う
て
ゐ
る

1

併
款
供
奥
に
於
け
る
国
際
協
調
主
義
は
、
犬
戦
後
に
復
活

L
、
一
九
二

O
年
十
月
新
四
困
借
款
園
が
成
立
し
た
。
新
四
回
借
款
園

事
亦
ア
メ
リ
カ
白
磁
議
に
よ
る
も
り
で
あ
り
、
大
戦
に
よ
る
過
剰
資
+
?
の
蓄
積
と
日
本
の
単
調
進
胞
を
懸
念
せ
る
に
基
く
も
の
と
考

へ
ら
れ
、
一
九
一

λ
年
の
日
米
交
渉
に
始
ま
り
、
一
丸
二

O
年
十
月
十
丘
日
に
至
り
、
日
米
英
悌
各
国
財
圏
の
代
表
者
聞
に
調
印
を

み
た
。
己
の
協
定
は
支
那
政
聖
地
方
政
府
を
脅
さ
喜
政
府
所
有
A

智
駐
比
射
す
る
躍
で
の
借
款
に
遁
用
さ
れ
る

-
E
m
p
d
H本
は
満
内
問

問

/

、

ナ

悶

蒙
の
除
外
在
希
望
し
た
が
容
れ
ら
れ
一
泣
か
っ
た
。
図
み
占
、
四
圃
借
款
閣
の
代
表
は
J

日
・
英
・
悌
は
六
園
借
款
閣
の
揚
合
H
C
同
様
、
一
川
担

¥
ナ
メ
曹
司
月
一
は
先
の
毛
ル
ガ

γ商
曾
・
ク
1
ン
ロ
エ
プ
曾
枇
・
ナ
む
冨
ナ
ル
叩
シ
テ
マ
銀
行
の
外
に
、
チ
ェ
J
1

ス
・
ナ
シ
ヨ
ノ
ナ
ル
銀
行

-
M

〔

Q
脳

mnZ邑
自
品
出
自
W
)
、
ギ
ャ
ラ
シ
テ
ィ
・
ト
ラ
ス
ト
舎
一
枇
吉
区
司
自
q
P
E
P
-
)、
1
1
6
ヒ
切
ギ
シ
ソ
ン
商
舎

(E0・
E
m
m
E
Eロ

6
m

第
-
A
十
回
答
六
ぃ
九
五
第
六
一
揖
一

O
一

民
闘
に
於
仲
町
否
外
周
銀
行
一
四
護
犀



〉

1

h

w

O 

¥ 

民

闘

に

於

げ

る

外

園

口

線

行

自

費

展

第

丑

十

四

巻

第

六

鵠

hwp-可
大
陵
商
業
信
託
貯
蓄
銀
安
門
S
E
Z
E
目白

P
E
5
5
n
H
↓
E
m
m
J
Z
F
E唱
F
U
Eが
参
加
し
て
ゐ
か
J

新
四
国
借
款
閣
は
、
専
漢
鍛
道
借
款
及
び
幣
制
改
革
借
款
uul契
機
に
誕
生
し
た
の
で
あ
る
が
、
成
立
後
は
支
那
側
白
、
本
借
款
圏

同吋

4

の
濁
占
的
地
位
と
政
治
的
歴
迫
の
可
能
町
田
を
理
由
と
す
る
、
反
動
あ
り
J

ま
た
首
該
国
の
代
表
的
封
直
投
資
機
闘
を
網
羅
L
て
ゐ
左
午

い
己
と
干
凋
雨
圃
を
包
含
し
て
ゐ
た
い
と
と
、
ァ

1
3グ
制
を
採
れ
る
と
と
等
の
内
目
的
轄
怖
が
し
た
め
に
、
積
極
的
社
動
を

ι
↑一

て
ゐ
な
い
。
然
し
訟
が
ら
本
借
款
圏
b
活
動
し
得
な
か
9
た
事
情
と

L
て
は
、
支
那
の
政
治
経
済
事
情
そ
の
も
の
h
鍵
化
を
忘
れ
て

ι一
な
ト
り
た
い
。
例
へ
ば
支
那
側
の
新
式
炉
問
行
事
麗
に
よ
り
、
財
政
上
外
債
よ
り
も
む
し
ろ
内
図
債
花
、
た
土
器
拡
に
恋
っ
た
と
と
、
一

2
2
E軍
関
闘
争
の
最
も
茜
↓
か
っ
た

2
4
2へ
ら
れ
、
更
に
下
っ
て
困
民
政
府
成
立
雷
、
そ
の
民
族
主
義
両
立
一

揖
よ
り
、
外
債
へ
白
依
存
は
愈
々
消
極
的
と
な
り
た
。
一
九
二

O
年
以
後
は
従
っ
て
一
般
に
針
外
借
款
は
激
減
し
て
ゐ
る
a
郎

会

、

ー

一
九
二

O
年
に
は
借
款
聞
成
立
前
に
二
件
、
↓
二
年
堅
一
件
、
二
二
年
に
三
件
二
一
五
年
に
一
件
、
三
六
年
に
一
件
で
あ
る
。
~
一

北
京
政
府
時
代
目
外
周
銀
行
問
。
協
伺
活
動
は
、
こ
れ
ら
の
借
款
閣
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
た
立
協
同
歩
調
を
と
り
訟
が
ら
も
一

4

そ
れ
に
は
各
圃
の
利
害
関
係
白
相
遣
に
よ
る
制
限
が
あ
り
、
と
の
時
期
を
宗
賢
俊
氏
の
如
〈
外
聞
銀
行
の
共
同
時
期
と
名
付
け
る
陀
一

L

は
不
充
4

八
万
で
あ
ら
う
戸
己
の
外
に
外
園
銀
行
の
共
同
機
関
と
し
て
は
、
一
丸
一
六
年
七
月
上
海
外
園
矯
替
銀
行
組
合
が
設
立
さ
れ
た
-

h
へ

りが
、
そ
の
職
能
一
は
業
務
上
の
。
協
調
の
た
め
に
す
る
決
議
は
殆
ん

E
左
〈
、
休
日
を
規
定
す
る
等
手
額
上
の
協
定
陀
留
ま
っ

τゐ
る
叫

、

、

込

司

、

!

圏
内
政
治
莱
飢
か
ら
〈
る
影
響
。
第
一
一
と
し
て
升
図
銀
行
白
政
拍
借
款
供
奥
と
げ
そ
の
反
面
に
現
れ
た
協
閉
歩
調
占
は
、
主
述
。
日

如
く
で
あ
る
が
、
同
一
一
原
因
か
ら
苦
だ
第
二
四
影
響
と
し
て
‘
外
国
銀
行
の
預
金
業
務
の
側
比
も
餐
化
が
現
れ
た
J
r

従
前
外
国
銀
行
叩

の
者
支
常
勤
資
金
田
源
泉
は
川
言
品
迄
も
た
〈
、
各
本
園
資
金
主
主
要
た
る
も
の
と
す
る
『
が
、
金
の
M
m
k
、
紙
幣
の
強
行
に
止
の
)
テ
皐

支
那
に
於
貯
る
創
山
間
黄
金
を
自
己
む
も
の
と
し
む
活
用
し
て
ぬ
た
。
例
ハ
民
一
丸
O
四
年
の
推
算
比
選
け
即
、
上
海
に
於
げ
る
繋
ね
た

六
九
六

. 
ダ



l、

N
I

臥
切

額
ば
左
白
狐
イ
で
あ
も

、、

匝
盤
銀
行一

茸
金
銀
行

冒
五
占
卜
寓
弗

葬
加
利
銀
行

百
五
十
高
弗

百
五
十
寓
弗

. 

第
五
十
四
巻

大
九
屯





ι 

ノ/

3

、

2

(由

F
F
E
v
w
g
gの
設
立
吋
大
戦
後
一
九
一
二
年
隠
源
銀
行
官
官
S
F
Z
F旦
白
設
立
ぞ
み
た
乍
す
ぎ
な
い
。

日
本
系
銀
行
の
進
出
は
特
に
満
洲
に
著
じ
く
、
一
丸
一
一
一
一
年
朝
鮮
銀
行
奉
天
支
属
の
開
設
あ
h

℃
一
同
年
五
月
に
は
一
同
支
合
耕
白
龍

ロ
銀
特
が
設
さ
d

れ
も
支
那
本
土
に
謝
し
て
も
、
一
九
一
七
年
旦
具
合
耕
の
申
華
一
陣
業
銀
官
主
主
、
翌
年
の
湖
鮮
銀
行
天
海
及

m

m

f

J

 

び
上
海
支
底
白
開
設
、
更
に
一
丸
一
二
年
に
は
日
支
合
塀
大
東
銀
行
が
北
京
に
設
立
さ
れ
売
。
従
来
比
較
的
遅
れ
て
ゐ
た
T
J
P

リ
カ

日

、

系
銀
行
D
進
国
は
特
に
顕
著
で
あ
り
、
一
九
一
七
年
上
海
の
美
壁
銀
行

2
2
2
B
Q
E
E
F白
5設
立
に
始
ま
り
v

↓
丸
一
九
年
院

は
美
園
通
認
銀
行

2
5
2
B
E
E
P
-王
争
主
席
旬
、
友
華
銀
行
(
亜
細
亜
銀
行
官
官
回
目

E
m
p官
E
主
主
要
市
町
、
座
興
銀
行

3
F
F
E
F
E官
官
回

W
Z
-
E
E
E
S
)
土
海
支
同
町
が
設
立
さ
れ
、
フ
J
1
1
J
レ』
Y

図
立
銀
行
(
宮
田
司
耳
目
苦

E
H
E
3
5
上
総

支
屈
も
同
年
=
一
月
白
開
設
で
あ
司
令
努
停
に
も
米
支
合
耕
の
中
華
燃
業
銀
行
一
自
国
拘
置

E
o
z
n
E
F昇
。
2
E
E
)
が
北
京
で
開
業
し

念
品
地
た
る
護
展
を
示
し
、
入
月
夫
樟
・
石
家
延
に
、
九
月
漢
口
町
上
海
に
、
十
一
一
月
済
甫
・
ハ
ル
ピ
y
に
易
れ
凡
¥
支
屈
を
設
置
し

て
ゐ
る
。
一
九
二
一
年
一
月
真
に
大
遇
銀
行
(
国
《
吉
向
島
町
開
E
吉
田
回
目
雪
国
卵
白
2
旬。
E
E
D
)主
海
支
底
の
開
設
を
み
た
。

:
た
ほ
上
蓮
六
園
以
外
に
は
、
一
九
こ

O
年
五
月
に
伊
支
合
耐
鱗
掛
の
華
義
銀
行

(3盟u自。'白白同回内巴
E
】F田Fm回島r}
が
一
宍
宍
津
忙
開
業

U
、『
f方
ラ

y
グ
東

印
度
陀
謝
謝
/
ず
る
植
民
地
銀
行
た
る
安
建
銀
行
(
富
骨
雪
同
】

訓匂可

m町吋

etP 

直
後
に
は
、
一
九
二
一
年
伊
支
合
耕
震
義
銀
行
、
一
一
二
年
威
支
合
耕
華
威
銀
行
が
設
立
さ
れ
て
ゐ
る
。
-

、
大
戦
中
の
日
米
自
封
支
活
動
は
、
そ
の
封
支
借
款
に
特
に
顕
著
で
あ
る
。
芙
併
は
園
際
併
款
閣
の
引
受
で
あ
る
一
九
一
七
年
D
親
済
毘
掴
組
。
J

晴

善
後
借
款
に
も
寅
質
上
参
加
す
る
飴
力
泣
く
B

本
借
款
が
横
浅
正
金
銀
行
の
阜
猫
引
受
と
た
っ
た
事
情
か
ら
み
て
も
明
ゐ
左
如
く
殆
棚
田
士

ん
ど
借
款
供
奥
に
は
参
加
し
て
ゐ
泣
い
‘

E
れ
に
謝
し
、
マ
メ
リ
カ
の
封
支
借
款
は
、
ヒ
w
ノ
ギ
ジ
ソ
シ
商
舎
借
款
・
運
河
改
修
侍
款
・
舎
費

堆
河
改
修
借
款
-
-
V
1
ム
ス
カ
レ

1
商
合
借
款
・
第
一
次
臨
酒
税
借
款
(
以
上
一
丸
↓
六
年
)
、
ヵ
1
チ

Z
飛
行
機
借
款
(
一
九
「
九
年
〉
等
あ

t

民

闘

に

於

げ

る

外

園

担

行

自

費

展

、

式

丸

九

第
五
+
四
巻

保
大
揖

O 
玉

叫

が



l' ~ 

l¥  

民
闘
に
焼
け
る
件
圏
担
行
自
由
韓
民

i

第
五
十
四
巻
七
0
0

り
、
白
本
の
封
支
借
款
は
、
四
鄭
鍛
道
借
款
(
王
一
五
年
て
綬
意
後
借
和
歌
・
吉
長
鍛
造
借
款
・
京
畿
水
災
借
款
(
以
上
一
一
九
-
七
号
‘
a

商
原
借
款
門
一
九
一
七
l
一
八
年
変
調
館
行
借
款
・
有
線
電
信
借
款
・
吉
曾
繊
議
借
款
・
吉
県
雨
省
盛
鏡
森
林
借
謙
・
山
東
二
一
錨
誼
借
款
・
満
蒙
回
融
準
備
‘
款
・

参
戦
借
款
)
、
防
疫
借
款
(
}
九
一
へ
年
)
等
が
あ
る
。

u

t

回
世
界
恐
慌
と
外
岡
銀
行

•• 

支
那
人
に
載
し
結
動
的
信
頼

D
念
を
懐
か
し
め
て
ゐ
た
外
岡
銀
行
も
、
戦
後
白
世
界
恐
慌
の
影
響
に
よ
り
破
粧
を
示
す
も
の
が
現

れ
た
。
外
留
策
銀
行
に
し
て
「
最
も
早
〈
停
業
の
や
む
泣
き
に
至
っ
た
も
の
は
悌
支
合
耐
問
中
法
貸
業
銀
行
で
あ
る
均
一
丸
二
一
年
の

判

明

(
と
と
で
あ
り
J

そ
-
D
後
、
一
九
二
六
年
比
露
並
銀
行
・
華
威
銀
府
扇
行
一
が
停
業
し
、
南
京
圏
民
政
府
D
成
立
せ
る
一
九
ご
七
年
比
怯

叫

，

刷

¥

叫

「

明

大
東
銀
行
・
島
地
東
銀
行
の
爾
行
ル
一
九
二
ん
年
に
は
中
華
麗
業
銀
行
?
一
九
二
九
年
忙
は
中
準
愁
業
銀
行
・
蒙
寂
銀
行
の
雨
行
が
、

-t停業主
。
五
一
一
言
以
後
は
比
較
的
喜
を
た
が
、
一
九
三
四
・
五
年
目
上
海
銀
恐
慌
に
よ
小
、
静
・
信
へ
の
回
せ
附
づ

j

v

J

l

i

、

爾
7
メ
サ
系
銀
行
が
停
業
し

τゐ
、
そ
倫
ほ
ア
メ
リ
カ
深
陸
奥
銀
行
は
重
量
。
た
め
、
五
↓
一
二

Z事
銀

行

事

雪

許

制

た

れ
て
ゐ
る
p

、

山

L
A
J
…

い

-E

億
六
競

O 
六

、

、

、

f
己
れ
ら
銀
行
の
停
業
原
因
を
み
る
に
、
中
法
寅
業
は
犬
戦
中
に
特
に
穎
著
た
る
護
展
を
と
げ
、
支
那
の
み
友
ら
宇
古
閑
洋
に
も
各
地

に
支
底
を
置
い
て
ゐ
た
が
、
そ
れ
だ
け
戦
後
の
恐
慌
θ
影
響
は
大
き
く
、
更
に
株
主
間
必
一
意
見
紛
玄
寸
志
ー
あ
り
停
業
に
買
っ
た
が
岬

そ
由
直
接
鼠
闘
は
、
ご
}
『
三
ア
V
貨
の
暴
落
及
び
銀
銭
替
思
惑
の
失
敗
、
(
一
一
)
兵
間
貸
付
特
に
米
灘
南
民
針
す
為
貸
付
岡
牧
不
能
1

(
一
一
む
支
那
政
府
に
動
p

す
る
貸
付
U
越
重
等
に
あ
る
町
支
那
政
府
陀
針
す
る
貸
付
作
は
、
-
一
丸
二
四
年
中
法
質
業
銀
行
借
款
ご
億
甲
山
手
;

草
色
、
拘
年
欽
論
餓
道
借
款
(
一
二
千
二
百

4
4
高
Z
d
寸
法
)
の
借
款
め
h
y
、
そ
の
他
に
支
那
政
府
民
掛
ず
る
一
示
尉
貸
付
と
み
ら
れ
る
も
の

、、



.暗

叫
J

P

が
相
賞
額
陀
上
っ
た
。
…

露
亜
銀
行
は
、
日
露
戦
争
四
敗
北
、
一
白
薗
の
革
命
た
ど
に
よ
り
施
主
宇
そ
の
政
治
的
背
景
か
ら
の
動
揺
を
受
け
て
ゐ
た
が
、

本
国
財
陸
均
浪
牧
と
東
文
鎮
道
か
ら
の
分
離
に
よ
る
業
務
の
縮
少
、
っ
3
・
ハ
リ
本
属
陪
於
る
フ
ラ
Y
貨
低
落
の
影
響
、
公
一
一
)

A

賞
。
一
影
響
等
に
よ
担
、
停
業
せ
、
る
も
の
と
い
・
は
れ
る
吋
幸
成
銀
行
に
闘
し

τは
詳
細
不
明
、
大
東
銀
行
は
日
支
関
係
の
日
開
遁
特
に
粛

制

京
事
件
を
直
接
原
因
と
し
で
取
付
に
逢
ひ
停
識
し
、
港
東
銀
行
は
ソ
支
闘
交
断
絡
を
直
接
原
因
企
じ
、
中
華
陸
業
銀
行
も
反
目
運
動

の
激
化
を
契
機
主
ず
る
も
の
で
あ
る
も
(
一
)
北
京
政
府
の
財
政
困
難
に
基
ぐ
支
那
政
審
議
白
元
利
雪
延
滞
二
一
五
暴
動
日

及
び
市
揚
の
不
振
に
基
く
封
印
エ
業
者
貸
付
金
の
岡
牧
不
良
化
、

2
一v
排
日
運
動
の
悪
化
町
一
一

zm因
を
事
寸
べ
雪
で
寄
ら
い
特
に
L

有
線
電
信
借
款
・
金
鏑
森
林
借
款
を
含
む
支
那
政
府
に
謝
す
る
豆
額
の
貸
付
が
支
沸
不
能
と
た
り
し
と
と
が
根
本
的
原
因
で
る
右
目
一

J

中
華
替
業
銀
行
は
古
市
介
請
。
弾
屡
に
よ
り
漢
町
分
行
を
閉
鎖
し
て
止
り
、
順
失
分
行
主
休
議
せ
し
め
、
上
海
一
に
綿
一
整
理
鹿
北
置
t
ー
に
一

三
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
詳
細
た
内
部
事
情
は
不
明
で
あ
る
。
蒙
議
銀
行
の
事
情
も
別
町
で
あ
る
が
、
本
銀
行
は
支
那
経
肉
化
封

L
M
、一

何

等

の

役

割

を

も

同

執

し

て

ゐ

疋

ぃ

。

、

一

も

h

J

j

T

以
上
が
戦
後
か
ら
、
一
国
民
政
府
成
立
前
後
に
か
砂
で
白
外
園
系
銀
行
の
停
業
事
情
で
あ
る
が
、
一
光
=
一
四
年
及
び
五
年
。
美
盟
及

び
信
済
同
銀
行
り
停
業
に
は
政
治
的
要
凶
は
飴
り
無
く
、
前
一
者
は
主
ト
と
し
て
子
合
批
た
る
普
盆
地
産
公
司
白
地
慣
低
唱
滑
に
碁
〈
支
腕

不
能
に
よ
る
も
の
で
あ
昔
、
同
巴
く
言
葉
る
菱
銀
公
司
・
葉
信
託
公
司
の
暮
投
機
に
よ
る
撃
の
影
響
を
も
受
け
て
ゐ

ヤ
後
者
も
鋳
替
投
機
の
失
敗
民
基
〈
も
の
で
あ
九
、
い
づ
れ
も
ア
メ

H
カ
銀
政
策
担
轟
く
上
梅
の
恐
慌
を
根
本
原
加
と
す
る
自
の

・

で
あ
る
。

へ
i 

民
固
に
勝
打
各
外
国
蝿
行
由
設
展

O 
七

第
五
十
四
巻

七
C
一

務

大

蛾

Yλ  

j

i
ム

r

r

f

I
R
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日必

民
族
主
義
運
動
と
外
闘
銀
行

局
一
ふ

支
一
都
民
於
け
る
民
族
主
義
漣
動
は
日
露
戦
争
以
後
そ
町
強
震
を
示

L
始
め
、
金
融
界
に
於
て
亀
一
民
族
資
本
に
土
る
新
式
銀
行
丘
町
日
十
醐
棚

雲
試
み
ら
れ
、
ま
た
近
代
的
中
央
銀
行
の
開
設

5
り
金
融

K
E整
備
位
ん
と
す
る
意
思
現
れ
て
ゐ
売
。
然
し
た
が
ら
、

Z
F
~日

丸

9

1

5

4

r

r

ら
空
軍
岡
、
車
に
形
式
的
た
る
成
岡
市
を
持
ち
得
た
に
す
ぎ
守
、
資
本
力
を
快
昔
、
J

或
は
現
賓
の
支
那
経
済
事
情
色
無
硯
し
た
棚
詩
的
九
十
白
、

一
年

k
e
-
-ぺ
J
4

企
聾
は
ず
ぎ
悲
』
引
も
の
.
が
多
〈
、
金
融
市
場
に
於
砂
る
件
国
銀
行
の
勢
力
に
影
響
を
持
う
に
は
歪
ら
た
か
っ
た
)
問
、
頃

2

5

5

 

1

民
国
革
命
は
民
族
主
義
を
慧

T
」
す
市
岡
民
事
宜
主
動
力
と
し
て
成
就
し
た
も
の
で
あ
り
、
革
命
後
特
に
民
族
主
義
思
想
が
担
宮
崎
判
ふ
為

f

っ
た
白
壁
面
然
で
あ
る
が
、
主
動
力
た
り

ι国
民
黛
は
北
京
政
府
に
は
加
は
ら
歩
、
一
九
三
七
年
に
至
り
始
め
」
工
南
京
に
岡
民
政
府
お
1
0
1
J、

司

王

)

ザ
成
立
を
み
た
の
で
あ
る
。

W
っ
て
で
る
政
策
が
寅
現

L
始
め
た
の
は
、
特
に
云
時
以
後
陀
於
で
み
ら
れ
る
所
で
あ

1
4
U
グ
い

占
ぎ
の
傾
向
の
外
園
銀
行
司
の
影
響
と
し
て
先
づ
現
れ
た
の
は
、
合
弊
銀
行
の
褒
生
で
あ
ち
う
。
排
外
資
の
一
傾
向
は
北
京
政
府
む
政
4
h
一
明
丸
、
ぷ

~
策
に
討
す
ら
ね
、
例
へ
ば
一
丸
一
四
年
四
錆
業
保
例
及
び
索
年
の
逗
加
規
定
で
は
明
確
に
外
周
費
本
が
繍
業
経
替
に
営
る
と
ど
を
禁
品
U
A
J
J

げ
い
一
阻
史
勺
L

止
す
る
保
項
を
設
け
て
ゐ
る
が
も
一
九
一
三
年
以
後
の
、
外
文
台
塀
銀
行
の
褒
生
も
同
ム
思
潮
の
影
響
と
み
ら
れ
る
。
一
鬼
一
=
一
年
乃
ほ
J4
撃
の
/

園
川
崎
踊
平

m均

至
一
九
二
二
年
に
丸
紅
が
設
立
さ
れ
て
ゐ
る
。
も
っ
と
百
合
耕
銀
行
設
立
に
は
外
岡
銀
行
で
は
不
可
能
左
、
支
那
内
地
へ
の
進
出
を
)。

企
闘
す
る
と
い
ふ
理
由
も
あ
っ
伊
。
合
一
瞬
銀
行
は
そ
の
反
面
支
那
の
法
律
の
遁
用
を
受
け
、
を
れ
ら
に
封
す
る
政
治
的
要
求
を
担
否

4

関

臨

し
得
注
い
立
揚
に
立
ち
、
そ
れ
わ
も
拘
は
ら
，
十
他
面
府
庁
園
系
銀
行
と

L
一
」
、
首
該
周
囲
間
C
閣
際
関
係
の
影
響
を
も
受
け
る
と
町
人

弱
黙
を
持
ち
、
前
遁
せ
る
如
〈
、
九
行
中
五
伊
は
停
業
せ
ざ
る
を
得
た
が
っ
た
の
で
あ
る
。

¥
民
族
資
本
育
成
策
の
軌
道
に
乗
り
始
め
た

Z
一
九
二
七
年
南
面
民
政
府
民
立
後
で
号
、
宮
一
九
一
三
一
年
一
統
一
政
府
笠

後
で
あ
る
と
い
へ
主
う
。
然
し
乍
ら
岡
府
政
府
成
立
後
に
新
に
進
出
せ
る
然
闘
銀
行
が
存
在
し
一
泣
い
轄
で
ば
詮
〈
ヲ
一
丸
二
九
年
フ

五

第
五
十
四
巻

七
O 

第
穴
鵠

O ，、

J 

民
国
に
於
け
↑
る
M

町
園
銀
行
白
蜜
展

、三、〉

-
i 、

、LI
d
-
-
、
、



ヲ
シ
マ
司
系
白
法
聾
銀
行
3
E
S
E
h
p
i
r
n
?
E
a包
括
)
が
唯
一
司
の
在
浦
悌
系
銀
行
と
し
て
奉
衣
及
び
ハ
ル
ピ
y
に
支
庖
を
開
設
い
、
-
九
?

J

5

7

 

m

m

m

L

H

r

 

三
O
年
に
は
在
支
イ
ギ
リ
ス
財
関
白
妙
遜
銀
行
司
口
‘

E
S
E
W
E
E国側

F
)及
び
ア
メ
リ
宵
系
友
邦
銀
行

(E骨
Z-zzz伊
E
聞
が
国
隣
国
ノ
時
山
川;1

一

i
r
 

r
F
Z『

F
H
M
F
a
)
白
二
行
一
が
上
海
に
設
立
さ
れ
二
九
三
二
年
に
は
同
様
ア
メ
リ
カ
系
白
天
津
商
業
放
款
銀
行

q
z
z目
E
g
g
s払
い
齢
制

1

め，

i

、

ず

ん

~
0
4

4
2
a
M同
F
4
)が
設
立
さ
れ
て
ゐ
る
凶
撚
し
な
が
ら
主
ら
新
設
銀
行
は
、
‘
そ
の
何
れ
も
が
政
治
的
色
彩
稀
蒋
に
し
て
、
員
会
諮
ら
f

、

問

白

取

引

を

主

要

業

務

と

し

で

ゐ

た

と

と

は

注

目

陀

債

し

土

う

パ

ノ

/

、

俗

本

1
A

更
に
同
一
傾
向
か
ら
来
高
現
れ
と
し
寸
、
外
園
銀
行
へ
の
支
那
人
預
金
6
減
少
、
外
園
銀
行
艇
幣
議
行
額
の
減
少
が
み
品
れ
る
泊
予
お
尚

喜
ピ
つ
い
て
ほ
民
族
資
本
に
よ
る
新
式
銀
行
の
震
白
影
響
が
大
昔
〈
、
特
比
一
九
二
一
年

2
法
貸
業
銀
行
の
停
業
除
外
国
系
時
前

銀
行
に
鋤
苧
る
だ
那
入
自
信
棋
に
動
指
を
奥
へ
た
り
み
た
ら
十
、
そ
の
遊
行
紙
幣
白
岡
牧
民
は
、
北
京
銀
行
会
舎
の
提
議
に
基
寄
金

J
f管
J
前、

み

A

l

-

一

，

書

直

入

¥

周
白
銀
行
公
舎
が
営
り
'
金
融
界
の
安
寧
を
維
持
し
た
と
と
は
、
、
支
那
新
式
銀
行
に
封
ず
る
信
認
を
増
大
せ
し
め
る
結
果
と
左
つ
売
。
掲
府
作
宮
山

前
政
土
畑

吋

M

究
明
剛
銀
行
預
金
を
減
少
せ
し
め
た
も
の
に
、
関
税
及
び
堕
稔
預
金
D
中
央
銀
行
へ
の
集
中
が
あ
り
ー
、
更
に
鴻
慌
中
銭
感
正
支
那
銀
行
お
円
同
繍

市

、

事

L

し
と
り
岡
に
振
替
交
換
制
度
が
此
来
、
従
っ
て
外
因
銀
行
へ
の
支
那
強
行
白
預
金
を
不
必
要
怒
ら
し
め
た
と
凸
も
宥
の
が
し
得
た
い
?
込
町
町
向

v
ゥ

」

J
外
臥
錠
一
件
紙
幣
合
流
通
は
一
玉
県
開
港
揚
に
局
限
さ
れ
て
ゐ
た
が
市
開
港
揚
に
於

τは
民
国
一
初
年
に
は
紹
針
的
多
一
徹
に
あ
っ
た
そ
の
尚
一

u
h吋
一
九

吋

U

4

トケ

i
t
;
 

J

流
同
調
剥
谷
は
低
下
白
傾
向
を
示
し
、
幣
制
改
草
官
時
は
上
海
で
枯
官
一
r
%
に
も
建
せ
や
、
天
津
の
そ
れ
は
二
・
五
%
で
あ
っ
た
と
い
呼
出
比

f
j

f

ハ九
A
Mモ
白
衰
退
に
輔
ぜ
る
時
期
は
一
九
二
五
年
頃
と
さ
れ

h
。
幣
制
改
霊
前
め
後
行
額
星
雲
氏
に
よ
れ
ば
表
記
の
如

4

間
協
…

で
あ
h
t
r

歪
定
於
て
も
そ
白
流
抱
一
割
合
は
一
九
ヨ
三
年
七
月
八
・
六
%
、
十
二
月
三
・
四
ぞ
一
九
三
四
年
六
月
二
円
四
%
、
十
駐
日
J
叫
ん
ソ
一

月
二
・
五
%
で
あ
り
、
議
主
三
一
年
七
月
白
四
五

O
高
一
去
ら
=
一
阿
年
の
十
月
の
二
一
一
五
高
七
千
闘
に
激
減
し
て
ゐ
弓
'
出
品

外
園
峰
崎
替
業
務
仁
川
劃
し
て
は
、
従
来
外
図
銀
行
が
濁
占
的
地
位
に
あ
っ
た
が
、
園
民
政
府
に
よ
る
逼
貨
金
融
機
構
仏
整
備
、
特
に
吏
T
融
由
、
山

幣
制
改
革
陥
基
昔
、
制
度
上
は
震
替
統
F

制
力
が
中
央
銀
行
の
千
に
移
っ
た
。
公
定
一
相
場
と
呼
ば
れ
て
ゐ
た
障
壁
銀
行
稜
表
白
相
場
は

第

五

干

四

巻

七

O
三

第

六
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瞳
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